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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成31年4月11日(2019.4.11)

【公表番号】特表2018-507871(P2018-507871A)
【公表日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-011
【出願番号】特願2017-546123(P2017-546123)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 303/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/157    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/96     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  39/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 309/66     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  303/28     　　　　
   Ｃ０７Ｃ   69/157    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ   69/96     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ   39/28     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  309/66     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月25日(2019.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）の３－クロロ－２－ビニルフェニルスルホネート誘導体：
【化１】

［式中、Ｒ１は、Ｃ１－Ｃ６－アルキル、フェニル、４－メチルフェニルまたはベンジル
を表す。］の製造方法であって、
　段階（Ａ）で、塩基および溶媒の存在下に、
　下記式（ＩＩ）の３－クロロ－２－メチルフェノール：
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【化２】

を、下記一般式（ＩＩＩ）の化合物：
【化３】

［式中、
　ＨａｌはＦ、Ｃｌ、またはＢｒを表し、
　Ｒ２はＦ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ３Ｃ、Ｆ２ＨＣ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、ＣｌＨ２Ｃまたは
Ｃｌ３ＣＯを表す。］
と反応させ、
　または、下記一般式（ＩＶ）の酸誘導体：
【化４】

［式中、Ｒ３およびＲ４は互いに独立に、Ｆ３Ｃ、Ｆ２ＨＣ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、Ｃ
ｌＨ２Ｃを表す。］と反応させ、
　または、トリホスゲンと反応させて、
下記一般式（Ｖ）の化合物：

【化５】

［式中、Ｒ５はＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２または
３－クロロ－２－メチルフェノキシを表す。］を形成すること、
　ならびに
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　段階（Ｂ）で、式（Ｖ）の化合物を塩素化剤と反応させて、下記式（ＶＩ）の化合物：
【化６】

［式中、Ｒ６はＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２または
３－クロロ－２－（ジクロロメチル）フェノキシを表す。］を得ること、
　ならびに
　段階（Ｃ）で、一般式（ＶＩ）の化合物を、酸性条件下または水中で高温下で反応させ
、２－クロロ－６－ヒドロキシベンズアルデヒド（ＶＩＩ）：

【化７】

とすること、
　ならびに
　段階（Ｄ）で、（ＶＩＩ）の化合物式またはそれのアルカリもしくはアルカリ土類金属
塩を、溶媒の存在下に、下記式（ＶＩＩＩ）の化合物：

【化８】

［式中、ＱはＬｉ、Ｎａ、Ｋ、ＭｇＣｌ、ＭｇＢｒまたはＭｇＩを表す。］と反応させて
、３－クロロ－２－（１－ヒドロキシエチル）フェノール（ＩＸ）：

【化９】

を得ること、
　ならびに
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　段階（Ｅ）で、式（Ｉ）の３－クロロ－２－ビニルフェニルスルホネートが、
式（ＩＸ）の化合物を塩基の存在下に、下記一般式（Ｘ）の化合物：
【化１０】

［式中、
　Ｗは、Ｆ、Ｃｌ、ＢｒまたはＯＳＯ２Ｒ１を表し、
　Ｒ１は、上記で開示の意味を有する。］と反応させることで形成されること
を特徴とする方法。
【請求項２】
　Ｒ１がメチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、フェニル、４－メ
チルフェニルまたはベンジルを表し；
　Ｒ２がＦ、Ｃｌ、Ｆ３Ｃ、Ｆ２ＨＣ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、ＣｌＨ２ＣまたはＣｌ３

ＣＯを表し、
　Ｒ３およびＲ４が互いに独立に、Ｆ３Ｃ、Ｆ２ＨＣ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、ＣｌＨ２

Ｃを表し；
　Ｒ５がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２または３－ク
ロロ－２－メチルフェノキシを表し；
　Ｒ６がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２または３－ク
ロロ－２－（ジクロロメチル）フェノキシを表し；
　ＷがＦ、ＣｌまたはＯＳＯ２Ｒ１を表し；
　ＱがＮａ、Ｋ、ＭｇＣｌまたはＭｇＢｒを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　Ｒ１がメチル、エチル、ｎ－プロピル、フェニル、４－メチルフェニルを表し；
　Ｒ２がＦ、Ｃｌ、Ｆ３Ｃ、Ｆ２ＨＣ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、ＣｌＨ２ＣまたはＣｌ３

ＣＯを表し、
　Ｒ３およびＲ４が互いに独立に、Ｆ３Ｃ、Ｃｌ３Ｃ、Ｃｌ２ＨＣ、ＣｌＨ２Ｃを表し；
　Ｒ５がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、Ｆ２ＨＣまたは３－ク
ロロ－２－メチルフェノキシを表し；
　Ｒ６がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、Ｆ２ＨＣまたは３－ク
ロロ－２－（ジクロロ）メチルフェノキシを表し；
　ＷがＦ、ＣｌまたはＯＳＯ２Ｒ１を表し；
　ＱがＮａ、Ｋ、ＭｇＣｌまたはＭｇＢｒを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ｒ１がメチルまたは４－メチルフェニルを表し；
　Ｒ２がＦ、Ｃｌ、Ｆ３ＣまたはＣｌ３ＣＯを表し；
　Ｒ３およびＲ４が互いに独立に、Ｆ３ＣまたはＣｌ３Ｃを表し；
　Ｒ５がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、Ｆ３Ｃまたは３－クロロ－２－メチルフェノキシを表し；
　Ｒ６がＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、Ｆ３Ｃまたは３－クロロ－２－（ジクロロ）メチルフェノ
キシを表し；
　ＷがＦ、ＣｌまたはＯＳＯ２Ｒ１を表し；
　ＱがＭｇＣｌまたはＭｇＢｒを表す、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　段階（Ａ）において、３－メチルピリジンおよび２－メチル－５－エチルピリジンを塩
基として用い、ジクロロメタン、トルエン、クロロベンゼンまたはジクロロメタンを溶媒
として用いる請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　段階（Ｂ）において塩素を塩素化剤として用いる、請求項１から５のいずれか１項に記
載の方法。
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【請求項７】
　段階（Ｃ）において、ＨＣＯＯＨ、ＣＨ３ＣＯＯＨ、Ｈ２ＳＯ４、またはＨＣｌを酸と
して用いる、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　段階（Ｃ）を、８０℃から１４０℃の温度で水中で行う、請求項１から６のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項９】
　段階（Ｄ）において、ＭｅＭｇＣｌまたはＭｅＭｇＢｒを有機金属試薬として用い、Ｔ
ＨＦ、２－Ｍｅ－ＴＨＦ、トルエンまたはキシレンを溶媒として用いる、請求項１から８
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　段階（Ｅ）において、アルカリ金属の炭酸塩もしくは水酸化物、トリエチルアミンまた
はピリジンを塩基として用いる、請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の式（Ｉ）の３－クロロ－２－ビニルフェニルスルホネート誘導体：
【化１１】

の製造方法であって、式（ＩＸ）の化合物を、酸および溶媒の存在下に３－クロロ－２－
ビニルフェノール（ＸＩＩ）：
【化１２】

に変換し（段階Ｆ）、次に式（Ｘ）の化合物および塩基の存在下に、一般式（Ｉ）の化合
物に変換する（段階Ｇ）方法。
【請求項１２】
　下記式（Ｖ）の化合物。
【化１３】
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　［式中、Ｒ５はＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２また
は３－クロロ－２－メチルフェノキシを表す。］
【請求項１３】
　下記式（ＶＩ）の化合物。
【化１４】

　［式中、Ｒ６はＦ、Ｃｌ、ＣＣｌ３、ＣＨＣｌ２、ＣＨ２Ｃｌ、ＣＦ３、ＣＨＦ２、ま
たは３－クロロ－２－（ジクロロメチル）フェノキシを表す。］
【請求項１４】
　３－クロロ－２－（１－ヒドロキシエチル）フェノール（ＩＸ）。
【化１５】
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